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狭隘な微生物学ラボ                2 階の廊下：オートクレーブ 
研究者はほとんど座る場所がなく、立って         部屋に入りきらないため廊下に仮置きして 
研究活動をしている。                           使用している。 
 

       

ウイルス学ラボ：クリーンベンチ           動物舎：実験動物の飼育 
クリーンベンチの前に座って作業するには    施設は初歩的レベルにあり、必要とされる 
あまりにも狭い。               実験動物を提供できる環境にはない。 
 

        
    電子顕微鏡室：電子顕微鏡         病態生理学ラボ：高速液体クロマトグラフ 
     室内はルームクーラーにより温度            装置の周囲に作業スペースが欲しい。 
     調節がされて機器はほぼ毎日使用。 
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